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SF講和条約の特徴

• 批准国との戦争の終結、韓・中・ソは不参加

• 懲罰から寛大な草案に転換

– 戦争責任を追求せず、平和・安保に貢献

– 賠償請求が殆どない

– 冷戦を考慮、反共の砦として発展させる

• 領土の決定に問題

– 戦略的判断が優先、千島列島、沖縄、小笠原

– ハボマイ・シコタン、竹島＝独島の規定ない
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連合国の領土処分

• ポツダム宣言 ’45.7.26

– 日本国の主権は本州、北海道、九州及四国並に
我らの決定する諸小島に局限される

• 連合国最高司令官指令 SCAPIN 677 ’46.1.29

– 日本国外の地域に対し・・・政治上または行政上
の権力行使を停止 （暫定的）

– 国外に規定、竹島＝独島、千島、沖縄・・・

– 川上、池内、「日本領域の特定地域に対し」

– 外務省、「一部の地域に対し」

6

SCAPIN
677を反映

竹島＝独島
は南朝鮮

領域
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アメリカの領土政策

• 判断基準は日清戦争時 + 戦略判断

• SWNCC（国務・陸軍・海軍三省調整委員会） ’46.6.24

– リアンクール（独島）、欝陵島は朝鮮へ

– 大統領も承認

• ＳＦ条約草案にての竹島＝独島
– 1947～49.11 韓国領

– 1949.12 日本領に変更

– 1950.8～51.3 ダレス草案以降は脱落

8

日本領へ変更の背景

• 49.12は、朝鮮戦争前夜

– 米軍、朝鮮から撤退、やがてアチソンラインへ

– 豪州は済州島を日本領へ提案

• シーボルド（GHQ外交部長）リアンクール提言

– 日本の領土主張は正当

– 朝鮮沿岸の島とはみられない

– 安全保障の考慮、レーダー局の設置

– 国務省は、竹島には朝鮮名がないと判断

• しかし、米最終草案に竹島＝独島は脱落
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英国草案

• 第1次 ’51.2

リアンクール、欝陵島、
済州島は日本領

• 第2、3次 ’51.3-4

上の3島は韓国領

付属地図

最終草案（第3次）

10

米英共同草案

• 共同草案 (’51.6.14)

– 日本に寛大な条約に（領土以外）

– 領土の地図ない（ハボマイ・シコタンを曖昧に）

大東島、西沙・南沙が脱落との指摘

• ボグスが草案修正、リアンクールに気づく
7.13 リアンクールを朝鮮領に提言

7.16 もし、リアンクールを朝鮮領にするなら・・・

• リアンクールは 7.20共同草案にない
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韓米協議

• 韓国、共同草案を検討 ’51.7.3

7.19 梁大使がダレスに波浪島と独島を要望

米国は、独島は初耳、梁大使（医師）も無知

• 釜山の米大使調査、リアンクールと判明
調印用の草案公表( 8.14)まで1週間

• ラスク書簡 8.10

– 我々の情報、1905年から隠岐の管轄下

– 朝鮮の一部として扱われず、領有権主張も無

– 後日、米国一国の考え（ダレス電文）

12

竹島＝独島の解釈

• 条文にリアンクールがない
日本国は、朝鮮の独立を承認して、済州島、巨文島及び欝陵島を

含む朝鮮に対するすべての権利、権原及び請求権を放棄する

• ラスク書簡の経緯から日本の領土（外務省・池内）

• 連合国の意思(SCAPIN)勘案、韓国領（韓国）

• 日本領土に含まれない（島根県風説、外務省対応）

• 日本が放棄する島に不含、日本領（フリート報告）

• 条約は何ら影響を与えない（日本政府1950、朴）

– SCAPINにて日本国外になったまま、未決状態
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外務省・法務府『解説 平和条約』1950
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SF条約後の扱い

• 竹島を日本に含めない法令はSF前後で不変
法律298号 ’52.8.5

接収貴金属等の数量等の報告に関する法律

– 大蔵省令99号（同日）、付属島嶼に竹島含まず

• 外務省の「物証」作り、

– 日米合同委で竹島＝独島を射爆場に指定 ’51.7.26

– 韓国政府の要請で演習中止、指定取消

• 米、日韓の領土紛争を静観（ダレス電文）
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